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• p.7 の定理 1.8

（誤）

¬(P ∧Q) ⇔ (¬P ) ∨ (¬Q)

¬(P ∧Q) ⇔ (¬P ) ∨ (¬Q)

（正）

¬(P ∧Q) ⇔ (¬P ) ∨ (¬Q)

¬(P ∨Q) ⇔ (¬P ) ∧ (¬Q)

• p.68 の定義 3.43からオイラー閉路の定義を削除し，p.67 の定義 3.42の最後に
始点と終点が一致するオイラー路をオイラー閉路 (Euler circuit)という．

を追加．

• p.89，1行目

（誤）|E| = mn

（正）|E| = mn+1

• p.99，命題 6.9の証明

（誤）v0 を次数 1の頂点とし，v0 に接続する唯一の辺を e0 とおくと，G− e0

は連結であり，|G− e0| = n, ‖G− e0‖ = n− 1 である．よって帰納法の仮定
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により G− e0 は閉路を持たないので，そこに「毛を一本生やした」グラフで
ある G も閉路を持たない．

（正）v0 を次数 1 の頂点とすると，G − v0 は連結であり，|G− v0| = n,
‖G− v0‖ = n− 1 である．よって帰納法の仮定により G− v0 は閉路を持たな
いので，そこに「毛を一本生やした」グラフである G も閉路を持たない．

• p.101，最下行

（誤）（つまり木順序に関して y ≥ x を満たすとき）

（正）（つまり木順序に関して y ≤ x を満たすとき）

• p.119，例 8.11，花型スナークの定義にある辺集合

（誤）

E = {aibi, aici, aidi | i = 1, . . . , n}
∪ {cici+1, didi+1 | i = 1, . . . , n− 1} ∪ {c1dn, cnd1}

（正）

E = {aibi, aici, aidi | i = 1, . . . , n}
∪ {bibi+1 | i = 1, . . . , n− 1} ∪ {bnb1}

∪ {cici+1, didi+1 | i = 1, . . . , n− 1} ∪ {c1dn, cnd1}

• p.159，定理 12.12の証明の 2行目

（誤）
n∑

r=1

circjr = b̃i1b̃j1 + b̃i2b̃j2 + · · ·+ b̃inb̃jn

（正）
m∑
r=1

b̃irb̃jr = b̃i1b̃j1 + b̃i2b̃j2 + · · ·+ b̃imb̃jm

• p.186 最下部の「注意」
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（誤）複素数の範囲まで指数関数を拡張して考えると

eiθ = cos θ + i sin θ

が成り立つことが知られている（オイラーの公式）．ただし e はネイピア数，
つまり自然対数の底である．つまり e(θ) = eiθ である．上で「指数法則によく
似た関係式」と書いたものは，実は「指数法則そのもの」である．

（正）指数関数は，複素数 z = x+ iy (x, y ∈ R) に対して

ez = ex(cos y + i sin y)

と定めることによって複素数の範囲まで拡張される．e(θ) = eiθ であり，(14.1)
は

eiαeiβ = ei(α+β)

となる．つまり，e(θ) は指数関数を複素数に拡張したものの特別な場合であ
り，上で「指数法則によく似た関係式」と書いたものは，まさしく「指数法則
そのもの」である．
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